
２．工程表における主な行動計画（２０１６年～２０２０年） 

ミャンマーにおけるフードバリューチェーン（FVC）構築のための工程表（概要） 

１．工程表策定の意義 

■米・豆類 
・品種の純化、赤米の除去、砕米率の低減、機械化推進 
・圃場整備と併せた灌漑排水施設、農道等の整備 
・中小企業金融を活用した精米設備更新  等 

【品目横断的対策】 

■農業金融 
・ミャンマー農業開発銀行（MADB）による機械・設備資金の拡充 
・MADBの審査能力の強化 
・MADBの融資に対する信用保証の供与  等 

■園芸作物 
・優良種苗の供給、適正な農薬・肥料の投入 
・卸売市場の整備等による近代的流通システム確立 
・民間投資によるコールドチェーン整備を含む品質管理向上 等 

■農業資材 
・農薬・肥料に関する法令の改善、実施細則の整備 
・薬効分析及び残留農薬分析を行う分析施設の強化 
・植物防疫行政に関する体制確立  等 

■畜産 
・人工授精による良質な畜種の安定供給 
・コールドチェーンの整備による枝肉による取引 
・口蹄疫等の家畜疾病の診断能力強化、ワクチン普及  等 

■食品産業 
・中小企業金融、免税措置等の中小企業支援 
・外国企業の投資促進 
・加工食品の品質基準の作成  等 

■水産 
・科学的調査による水産資源量の把握 
・内水面養殖の改善（種苗、施設整備等） 
・輸出に対応した品質管理、衛生管理体制の整備  等 
 

■研究・普及 
・研究と普及の連携、現場ニーズに応じた研究の実施 
・普及員の増員、必要機材の配備 
・国家普及実施計画の策定  等 

○ 農業は自然を相手にする産業であり、諸課題について短期間に成果を得ることが難しいことから、中長期的視点を 
 持って、優先順位を付けつつ基本的な事項から取り組んでいく必要。 
○ 「工程表」は、日ミャンマー両国の官民の取組を有効に連携させてミャンマーのFVCを構築・高度化することを目的 
 に、①品目別対策（米・豆類、園芸作物、畜水産物等）及び②品目横断的対策（農業金融、農業資材、食品産業、研 
 究・普及、種子等）について、今後５年間に取り組むべき項目を取りまとめたもの。 
○ 日ミャンマー双方による工程表の計画的な実施がミャンマー農業の包括的発展に大きく寄与。 

【品目別対策】 


